
しまれ され される親 愛 信頼
教育事務所をめざして上北

平成２８年１月１４日
vol.２３

〒０３９－２５９３
森県上北郡七戸町字蛇坂５５－１ 青森県七戸庁舎２階青
☎総務課0176-62-2128 教育課0176-62-2129 FAX 0176-62-2130
E-mail E-KAMIKITA@pref.aomori.lg.jp

平成２７年１２月４日（金 ，十和田市立第一中学校を会場に「平成２７年度学力向上実践事）

業地区研修会」を開催しました。この研修会は，本県の児童生徒が，今後の変化の激しい社

会の中で，主体的に未来を切り拓いていくために，身に付けた基礎的・基本的内容や技能を

生かし，さらに「学ぶ意欲 「思考力 「判断力 「表現」 」 」

力」を高めることを目的に，研究指定校において「主体的

に学ぶ力」を育む実践研究を行うものです。

中学校の研究指定校である十和田市立第一中学校では

「活用する力を育む協働学習を通じて」をキーワードに，

２学年総合的な学習の時間の授業を公開していただきまし

た。現実や予想とのギャップから探究させ，教師が課題を

与えるのではなく生徒に気付かせることにこだわった授業

であり，探究のサイクルを意識した学習は，本県が目指す

主体的な学びそのものでした。

また，第一中学校は，本事業によりＩＣＴ機器が整備さ

れており，本時はそれらを先進的に活用した授業でも

ありました。参加者からは「比較しながら，『生かせるこ

と』を探す学習はいろいろなことに活用できると思いまし

た。」や「タブレット端末の使用，思考ツールなど，参考

になる部分がたくさんありました。」などの感想が寄せら

れました。

平成２７年９月２９日（火 ，三沢市国際交流）

教育センターにおいて「平成２７年度上北地区

キャリア教育研修会」を開催しました。この研

修会は，「キャリア教育の指針」及び「キャリ

アノート」を効果的に活用するとともに，児童

生徒の発達の段階を踏まえたキャリア教育の推

進を目的にしています。

前半は，研究指定校である野辺地町立野辺地小学校と七戸町立天間舘中学校による発表でし

た。両校の発表では，キャリアノートや教育支援プラットフォームなどの活用事例が紹介され

ました。後半は，文部科学省初等中等教育局教育課程課 長田徹教科調査官による講演を行い

ました。長田教科調査官には，児童生徒の自己肯定感高揚の重要性につ

いて，データを交えてお話しいただきました。

参加者からは，「子供たちの自己肯定感と自己有用感を引き出すのも

私たちの意識した言葉がけ。意識した教育ができるようこれからがんば

りたいと思います。」「キャリア教育は，『轍づくり』という言葉が心に

残りました。学ぶことと社会のつながりを意識して子供たちに向き合い

たいです 」などの感想が寄せられました。。

上北管内の小・中学校では，ＩＣＴを活用した授業が多く見

られ，ＩＣＴ活用研修も行われるようになってきました。

文部科学省の資料等によると，ＩＣＴ機器の活用場面として

は，興味・関心を高める場面，課題を明確につかませる場面，

分かりやすく説明する場面，児童生徒の思考や理解を深める(情

が考えられま報の共有)場面，児童生徒の知識の定着を図る場面

す。

「分かる授業を実現する適切なＩＣＴ活用」と上北管内では，

いう点で 資料提示や情報の共有場面でのＩＣＴ活用，今後特に

に取り組んでほしいと考えています。

※文部科学省ホームページでは「ＩＣＴ活用実践事例映像集」

を公開しています。事例映像は，５分程度にまとめられた

もので，授業プランもついています。

http://www.eduict.jp/movies/

有畑小学校支援事業 上北地区実行委員会

今年度, 上北管内から２団体が文部科学大臣

表彰( を受けました。おめでとうございます。学校関係)

・優れた「地域による学校支援活動」推進

横浜町立有畑小学校支援事業

キャリア教育優良教育委員会，学校及びＰＴＡ団体等・

あおもりで「生きる・働く」を学ぶ上北地区実行委員会

いじめの防止等のために，道徳教育や体験活動などを通した倫理観や規範意識，社会性の向

上を図るとともに，学校がいじめ防止に取り組む体制やいじめのない学校づくりに向けた取組

について，２年間の実践研究を行い，その成果を発表しました。

六ヶ所村立第二中学校研究発表会 平成２７年１０月２７日（火）

【取組のねらい】

キャリア教育の目標を達成するための実践を通して，生徒の倫理観

や規範意識，社会性の向上を図り，いじめのない学校づくりを推進する。

おいらせ町立甲洋小学校研究発表会 平成２７年１１月１１日（水）

【取組のねらい】

全教育活動の中で，自発的・自治的な活動を推進することで一人一

人の主体性を高め，望ましい人間関係を構築し，児童の自己有用感や

肯定感を高めていく。

「自分の考えを主張しながら，他の児童の意見と上手に折り合いを

つけている姿に，日頃からの取組の成果がうかがえました 「中学生。」

も，あんなに良い人間関係を築くことができるのだと感動しました 」。

などの感想が寄せられました。


